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⾹料�り柔��・�成洗�などの使⽤で、

⼤量の超��プラステックが、河川に�に�に、

こどもの�の中に�ります。

2 0 1 0年代から⾹料�品がブームに。柔��、�成洗�、消��などで

「ある⽇��」��物����を発�。

����は�国に�がり、���労にも��がでています。
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【那須まちづくり�場】は、この活動を�

じて、すべての�の��で快�な暮らしや

労働��を�援するよう�めています。

��ますます問題が�がることが想�されて

いる※１「��物����※２」の予�は、
受動�煙問題と同�に、�たちの暮らしや労

働��を�えるうえで�せない�題です。

また、すでに�種�成��物�により、�

���※３を�している�たちへの配慮
は、��のあるなしに�わらず�別なく暮

らしあえるコミュニティを⽬指す【那須ま

ちづくり�場】が�り�む�題のひとつで

す。

「��物����」は、その��と�策を

科�的��のみに�めてしまうと、これま

での����※ 4同�に、��を�げ�け
る可�性があります。国や�業は科�的�

�がなければ動かないことを�たちは何度

も��しています。こうした問題には「予

��則」※ 5で臨むことを基�とします。

��者、研�者、そして�たちは、�いに

情�を��し、�びあうなかで�の��と

�策を��する��をもつことが�められ

ます。

ここに【那須まちづくり�場】は、�場内

に�⼯⾹料※ 6を�⼒持ち�まない場とす
ることを⽬指し、〈フレグランスフリー〉

を��※ 7〉いたします。

2 0 2 1年 1 0⽉        
那須まちづくり株式��

        

 

2 0 2 1年 1 0⽉
※１ 想�されている
内����都⼤����授・東（あずま）賢⼀��⼤���授らが

2 0 1 2年 1⽉に、インターネット�査��に��されている 2 0歳�
上の� 9 8万�を��に��した�査では、成�の 4 . 4％が「��受
性」だった。男女別では、男性 3 . 1％、女性 5 . 5％と有�な�が�
た。⽇�の 2 0歳�上の�⼝は� 1� 5 0 0万�なので、「��受性」
の�は� 4 6 0万�になる。

※２ ��物����
1 9 8 0年代アメリカでビルの�築・���に、アレルギー��状を
�する�が��し、��問題となる。その����の中に、�性的

にまた�種��物�で����を�こす�がでた。⽇�でも 1 9 9 0
年代、��材を使⽤して�てた�で同�の�状を�する��が�

�。アレルギー�査などでは��が��できないことなどから、�

量な��物�による����を「��物����」とした。

1 9 9 9年に�⽣労働省は「����」を�めたものの、とくに「⾹
�」については科�的��を理由に�策や��に�れがある。

⼀�、⾹料���品による��物����の発�者は���向にあ

ると専⾨�は��を鳴らす。⽇�消�者�盟（⾹�をなくす 6団
体）へは、�労や��もできない�えが�く�せられている。

※３ ����
��物����を発�した�たちの�状は、��にわたる。��、

�、咽頭�、⽪膚�などをはじめ、��する��物�に�露すると

�な�い頭�を�こす�もいる。吐き気、動�、⽬�、��、不�

�、⾎圧の上昇。また、内���を思われせる�状もあるが、いず

れも現代の���査では可��できるものが�ない。���の��

には、��や⾃律���の�査があり、ごく�られた専⾨�がい

る。

��できない、�種と思われる�成��物�に�露すると、中��

��に問題を�こすといった��・研�もいくつかある。  
 

※４ ��の��
�代の⼯業�業が発�するなかで、いくつもの��が発⽣してい

る。⼀�の�が����を�じそれを�えても、当�は「�け�」

「��」といわれ、専⾨��はなく��者は�立していた。ただ

し、旧来の��は��の地域や��の�品によって�こることか

ら、�えの声もまとまりやすかった。

ひきかえ、�量な��物�により、�国�模に�がり、まだ��の

声が点在している状�の⾹料���品による「⾹�」「��物��

��」は、��者の声より�品スポンサーの声が⼤きく、⼀�にま

では����は�いていない。

※５ 予��則
��物�や�����えなどの�技�などに�して、�の��や�

�に重⼤な��を�ぼす�れがある場�、科�的に�果��が⼗�

��されない状況でも、�制措�を可�にする制度や�え�のこ

と。

「��を保�するため、予�的�策は、各国により、その�⼒に�

じて�く�⽤されなければならない。��な、あるいは不可�的な

��のおそれがある場�には、��な科�的��性の��が、��

��を�⽌するための�⽤��果の⼤きい�策を�期する理由とし

て使われてはならない」（ 1 9 9 2年国���開発��（U N C E D）
リオ���則 1 5）。

※６ �⼯⾹料 
1 9 6 0年代から�⼯的に⼤量⽣�されるようになった。当�は⾹�
や⼀�の�品に��されていたが、 2 0 0 0年�����などをマナ
ー��とする「⾹りブーム」が作られてきた。 2 0 0 0年代半ばよ
り、国内⾹料⽣�量は� 2��くに��されいる。
くわえて、「⾹り�持ち」技�（マイクロカプセル）が柔��、�

成洗�、シャンプーなどに⽤いられ、�たちの⽣活�間にはこれま

でにない量の�⼯⾹料・マイクロ物�が漂っている。

ヒトの嗅覚（きゅうかく）は�常同じニオイには��で�れる（順

�）性�があり、�くの�は�成⾹料などに嗅覚が順�し、柔��

などの⾹料物�を�じにくくなっている。

※７ フレグランスフリー�� 
⾹料によるアレルギー、発がん性などの発現が�かなことから、

E U各国では禁⽌されている⾹料物�もあるが、⽇�ではそうした
�制は現状なく、メーカーの⾃主�制に任されている。⾹料の先�

国であるカナダ、アメリカでは、アレルギーをはじめ��物���

�者が��したことから、�共の��（⾏政��、��、�書�な

ど）で、〈フレグランス・フリー・ポリシー〉を�り�れ、�煙同

�に⾹料を�につけることを禁じる動きがある。

�成洗�を使うと柔��が必�になる


